
苗畑気象の調査(第 1 報)

I 緒言

ヨミ
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-ãir.Ulの気象観iHlJは現在ほとんど全部のIB畑でィ子われている u そして育日管:f111を適切にして病虫詩その他

の被害の発生をみぜんに防止し，健全な優i弘前を笈)えするための参考資料とされている。

今回，この気象訓7その実胞にあたって塩野市川IIを選んだのは，他に比較して気象観測J己z(trìlが整っていた

ためでJ日査の H 的は次のとおりである すなわち，従来広大な百川内の 1 カ所で観測された{出でその市川II

の気象条件を代表させている。しかし， 12畑は多くの場合林地の一部を切り開L 、た助:に設けるので，地形

は必ずしも平坦でなしかっ間関に筏存する材、木の影響も前畑内の位置により相違するわけであるから，

I カ所の観測値で全前畑を代よーすることは大創的にはともかく，ー白木のごとき僅少の気象要素の差異でも

敏感するものに対する資料としては充分といえないことはもちろんであろう ゆえにこれら探境ならびに

地形による各地点の気象要素の差央がどんな程度であるかを確泊、めておくことが必要であろう、なお，こ

れらの影響は;J\.平1'1'')のみならず長n的にもどの高さまで及ぶかをも合わせて知る必要の:ある 今1 '' 1の調査

はその一例として， l吐設例!il1iJ設備のもっとも備わっている境野市川におし、て行ったもので，今1'1]はこの種

調査のはじめてのものであるため，多少煩墳にすぎる観測を行ったが，この緋喰に基いて，今後の l釘査に必

安な最小限度の観iWJ方法を定めるための試みとして行ったものである l 今 II!I~主主として地温，気温，蒸発量

などについて春秋:~ [111 嗣測を実施した 本報告は以上の目的による気象観測j結果のみについて検討したの

であるが，将来はもっと f~U立の異なった一白畑を選んて4 この種気象調査を i子い，首焔気象観測を補足すると

ともに環境が苗木の生育に及ぼす影符などを究明して古畑気象をもっと実地に活用できるものにjffiませた

いと思う。

なお，本M究は武川Jfてー，チl二上 陸，大ru 巌，本木 茂の共同町究としてはじめたものであるが，前

二者の，j\広出により，後二者がまとめたのである c 本調査の実施にあたっては長野営林局，治村[11営!オ.<p"

塩野jll.~1区ならびに塩野i'M11I事業所からう誌に街!援助をいただし、たれまた， とくに当時の岩村川符1ヰ.!汗長山

口1 昌一氏の深い御I!i\ ßI宅があってはじめてこの約交を成しえたものと信ずる ここに厚く謝立を表ーする。

また，本;報台の取締めに当って本場平[L1í.~、太郎先生・ l引手) I二按色'からtrv鞭縫ならびに有益なflJJ言を，益田

技官から製図その他で御媛f!lJをいただL 、た二あわせて~~t意を表する c

1 第 1 回調査について

1. 観測期間の実気

昭和 24 年 10 月 12 日 13 時~13 日 12 時曇 昭和 24 年 10 月 15 日 13 時~16 日 12 時曇夜は晴

// 13 日 13 n寺~14 日 12 時曇夜は霧 " 16 日 13 時~17 日 12 時晴時々曇

グ 14 日 1311寺~15 日 12 時 グ

(1) (2) 防災閉店気象および風害研究室
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2. 苗r.1日の状仰(第 1 図〉

塩野苗畑は耕地面積約 3 へクタ{ル，浅間山麓の海抜 950m に位置して，約 50 の緩傾斜で南面して

いる。同首畑の北側には樹高約 12m の産地別カラマ γ造林試験料" 西側および東側には平均樹高 14-

16m のアカマツと広葉樹の混交林があり，南側には列状にアカマヅおよびポプラが植栽されていて民有

畑と境界をなしている υ 当時苗畑には床替 1 年・生カラマヅが柏栽されており， 苗木の平均高は約 27cm

であった。

3. 観測の方法

(1) 水平分布観測(第 1 図〉

水平分布観測としては首畑内に 7 カ所(測点番号 5， 6, 7, 8, 9, 10, 11)，苗畑内の株地 2 カ所(3， 4) , 

気象観測露場に 1 カ所，他に林内との比較ならびに苗知i気象がそこの剤閤森林によって受ける影響を調べ

るために苗畑北側のカラマヅ林内に 2 カ所 (1 ， 2) の観測点を設けた。 観測したのは苗木高に近い地上

30cm の気温とその最高・最低および蒸発量，他に地皮温度，地中 5cm 温度を観測し， 気混およびそ

の最高・最低は日射穫をしたルサフォード横掛式温度計を，蒸発量は平岡式紙面蒸発計を使用した。

(2) 謹底分布観測

。
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Fig. 1 第 1 回調査における苗畑および林内の観測地点

Observation points in the nursery and 

adjoining plantation at th巴 first measurement. 

。
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垂直分布観測は霞場内に設置され

であった高さ約 15m の櫓を利用し

て地上 1， 5 , 8, 13, 16 m 高さの

気温，湿度を通風混湿計により，ま

た地上 2， 9, 17m 高さの風速を小

型風杯によって観測した。

なお，以下各回ともに水平，垂直

分布観測の方法は同じで気温の最

高・最低および蒸発量を除いては各

観測ともに毎時観測を行ったc

4. 観測の結果

以ド述べる各国の観測結果は苗畑

あるいは林内については期間内の観

測地点ごとの平均値によって，また

首畑と林内などの比較については期

間内の全地点の平均値によった。

(1) 水平分布在lJ~llJ

i. 地表 30cm 気温〔第 1 表，

第 2 図〉

概して測点 10 ， 11 附近が高温を

示しているが，他~ll]点との温度差は

小さし苗畑，初:地は林内よりは僅

かばかり高いようである。
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ii. 地皮温度〔第 2 表，第 2 図〕

制点 6 を仁l:r心に 4 および露場に至る地域が高温を示しており， ï'1i1:1lIは棟地との差が小さく，材、内よりは

1.7 0C 高くなっていたJ

iii. 地中 5cm 温度(第 3 表，第 2 図)

宣言場を含む広い地

城が{lJiかばかり高温

は初!地より何fか高

を示しており， Wi知J 83祖師10 同 12日J3日い 13目巴鴎
Oct 12 -13 , �94-9 

く，林内より 1.5うC

高くなっていた

iv. 地上 30cm 気
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L 、のは測点 9 から

10, 11 附近に至る

地域で古川は側地よ

りも1. 2'C，林内よ

りも 2.7 コC 高くな

っている。また，気混

の最低は地域iド~t-:'! 工

大体最高に同じく，

-IMlliは飢地との差が

小キく，林内よりも

O.8 0 C 低くなってい

る η 般若の大きいの

はもちろん上の地域

に同じく苗畑は保地

よりも1. 50C，林|勾

よりは 3.5つC それ

ぞれ大きかった、

v. 蒸発量(第 5

表，第 4 図)

地域的には測点

5, 11 および傑地の

4 附近が他より僅か
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Table 2. 地皮温度(つC)

Temperature at the 

ground.surface. CC) 

12 日 13時~116 日 13[1寺 ~I
13 日 12[1寺 I 17 日 121時 l
の平均 | の平均 | 

12.1 13.9 

12.6 13.5 

12.2 12.6 

12.5 12.7 

12.2 13.4 
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に多いがJ -1町、mは棟地とほとんど差異がなく，

林内はこれらの斗1分以下で非誌に蒸発量が少な

かった J なお， ITî'jヲごのときは1üj:llI，問地:および

iY\;内ともに多く，曇実に比べて 3~4{古にJ主し

ていた}なお，第 5 表および第 4 図の数仰は蒸

発量 gr を (mm) に換算したものである。

(2 ) 霊直分社j(I}liJlIJ (第 5 図)

11古うての日中では気温が一般にみられる受熱担

を，夜ílm土放熱型を示し，また曇突の日 rl"は受

熱型を示してはし、るが， IT ， 'f天のときよりも斐化

がIJ、さしとくに夜niJはほとんど成熱型の必化

が認められなかった 混皮・水蒸気眼力はとも

に附曇による多い少ないはあるが，高さヵ、増す

につれ減少し，ただ Ilj守ヲミの乾燥時には混度が気

-153ー

Table 3. 地中 5cm 温度( C) 

Soil temperature at 5cm depth. ('C) 

'12 日 1311寺~16 日 131悼
組illlJ地点 13 日 12時， 17 日 12品

Observation points の平五j i のエFーi勾 平均

5 12.7 13.5 

7 13.4 13.8 

前川 11913.3113.4
Nur,;ery , i / 'u.u 

i; 10 13.0 13.2 

11 12.7 1 '1.5 

Mean 

平均 i
~，aregrou?，d 4 12.4 
向 t也

Within 
plantation 1 12. 1 
1本内!
Standing 

obs巴rvationplot 13.9 
露場

13.1 

13.6 

13.2 

�3.1 

13.1 

13.2 

12.8 12.6 

11.2 11.7 

湿の分布と反対になっているのが沼められた また，風J釦主一般に見られるような高さによる逓増が認め!

られた。

Table 4. 地上 30cm 気温の最高，最低および較差( C) 

Max. t巴mperature， miロ. temperature and range at 30 cm height ( C) 

平均
12 日 13 日 14 日 15 日 16 日 17 El 観測地点 1"<"'1-1 IV  I-l I-~ l-l 1'-" 1--1 IU  1--1 l' I_-l TVlean 

Observation points 最高最低最高最低長高長沢長高l最低最高l最低最高最低最高最低i較差
('~ 'C__ -，~ '-"I-'~ ,C", -，~， -'T'~ ，c'T~' ,_, ，~~ 'C__ ~~'~'! 

5!16 い 17 わい!77152831903619 円 17.5 6.311.2 

6 17.1~ 6.517.017.616.77.414.9 7.818.8 3.82).5 , 3.817.56.2'11.3 

7 '16.7: 6.617.8 7.3:17.317.515.3 8.220.3 3.32仏 1 4.2117.9 6.211.7 
i i 

8 ﾎ 6.6 7.3 16.6 7.2 16.6 7.6 18.6. 4. 1 20.2 4 6 17.7 6.2 1 1 .5 

9 1 16 ・ 6' 6 ・ OIls-2lu;l7 ・ B|7.0l1567 ・ 620.2 3 ・ 3123 ・ 8 3 ・ 718 ・ 7 5 ・ 7 13 ・ 0
1 10 116. l' 6 ・ 917.0: 7 , 5'17.(' 8.015.7 8.2孔63.7!21 ・ 0 ， 4.5 ， 17.9 6.511 ・ 4
lll|1651751728 1 1651 8 山。 82|191υ よ21 .0' 5.0 17.9 6.9 1 1 .0 

3 ,15.3 7.016.6 7 ‘ 61;:;.18.014.6 8.218.6 2.619.94.916.76.610.1 

4 15.3 7.216 己 7.716.37.814.58.018.73.8'18.44.616.66.510.1

』ベィー

fJ" jJU 
Nursery 

平 均
Mean 

?果 主也
Bare ground 

平ー 均
Mean 

17.9 6.311.6 

16.7 6.610.1 

林内
Within plantation 

1 13 ・ 8 7 ・ 411523 ・ 114 ・ 2 8 ・ 312 ・ 6 8 ・ 116 ・ 9 ふ 6li8.7' 5 ・ 315 ・ 2 7 ・ 1 8 ・ 1
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Fig.5 気抱，湿度，水蒸気張力および風速の垂直分布

• Vertical distribution of air temperature, humidity, vapor pressure and wind velocity. 
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Table 5. 地上 30cm 蒸発量 (mm)

Evaporation at 30 cm height. (mm) 
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13 日 12日寺~ 1 14 日 12蒋~ 115 日 12崎~ j 16 日 121J寺~I
14 日 l碍 |15 日 12時 I '~6 日 12時 1 17 日 l持|刊n
の平均 | の平均 | の平均 l の平均 |川一」

5 1.3 1.0 1.9 3.3 1.9 
6 0.8 0.9 1.1 ハv. 円/ 1.6 

f日
0.8 0.8 1.0 ο.\ 1.5 

田 1.り 0.8 1.9 己 .2 1.7 Nursery 
9 0.7 0.9 1.3 2.8 1.4 
10 0.7 1.1 1.6 3.2 1.7 
¥1 1.2 1.0 1.9 3.1 1.8 

平 均
1.7 Mean 

平軍 地 0.9 0.8 1.4 3.6 1.7 
Bare ground 1.2 0.8 1.8 3.2 1.8 

平Mea口 均 1.8 

Wit林hin plan内~tion [ 
0.4 0.4 1.0 1.2 0.8 

2 0.4 0.5 0.6 1.7 0.8 

平 均
0.8 Mean 

昭和 24年 10月 12 日 12 隣 -13日 12日寺
Od 12 -13. 1949 裂するに，林縁と苦川中央間の 1 カ所での槻iJliJ結果であるが，塩野白川1\

では各気象要素ともに従来平坦地において観測されてきた垂直分布変化と

は大差がないことが認められた。以ド第 2 011 , 3 問調査ともに観測を行っ

たが結果については略すυ

111 第 2 回調査について

1. 観測期間の天気

昭和 25 年 5 月 28 日 13 時~29 日 12 時曇

グ 29 日 13 時~30 日 12 時グ

問手口24耳 10月 14 日 12B寺ー 15日 12附 即日24耳!日目 15日 12同一 16日 12 碕
Od 14-15 , 1949 Ocl 15-16 , 1949 

4B 閣の平灼れ脅聖
刊ρAれ evoparalloo mr 4d1yS 

(1,5 _ニ~・ー立与

図

田利口 24年 10 J'1 16白 129奇- 17日 12問
Oct 16-17. 1949 

Fig. 4 :l1~上 30cm 蒸発量の}Í(平分布 (mm)

Horizontal distribution of evaporation at 30 cm height. (mm) 
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雨1Ií?r和 25 ~lミ 6 月 1 日 13 時~2 日 12 時公一時町J昭和 25 iF-5 月 30 日 13 時-31 日 12 時

E主
t豆r2 日 13 時-3 日 12 時

苗畑の状況ならびに観測地点(第 6 図〕

第 1 回調査当時に比絞してWí州n内には株i也が少なく，カラマツ播種苗区(日覆あり)，

λY 曇31 日 13 時~1 日 12 時グ

2. 

床替 1 年生:およ

2 年生は約1 年生は約 20cm，び 2 年生苗区に分けられていたυ 苗木の平均高は橋種市区では約 2cm，

1 年生 1 カ所 (5) ，30cm であった。観測地点は次のように播種苗区 4 カ所(測点番号 9， 10, 11 , 12) , 

ケヤキ，ナ2 年生 3 カ所 (6 ， 7, 8) ，気象[沿氾Ij露場 1 カ所，他にカラマツ造林試験林内 2 カ所 (1 ， 4) , 

ラ，クヌギのj昆交林内に 1 カ所 (2)，雑木林内に 1 カ所 (3) の計 13 カ所を設けた。

観測の結果3. 

水平分布観測(第 7 図〉( 1 ) 

地上 30 CI11気温(第 6 表〉1 

天候が悪かったため苗畑内の気温差は小さく，日覆の有無および苗木の高さによる差異が認められなか

ったっただ，首焔では中心附近が林被

より僅か高く，林内は苗畑よりも約0. 

0.8 0C 低くて，樹種による気温差はほ
① ① 

とんど認められなかった。

Q 

i也皮温度(第 7 表)11. 

Q Q 

Q 

芝生の生えている露場がもっとも高Q 
。

く苗畑より1. 7" C，林内より 4.6 0C

高く，市川のみでは測点 7， 8 [\付近が

僅かに商カ‘った。なお，林内11I1J点、 3 が

Q 

@ 

, 
Q 

他より高混であるのは問測点が雑木林

で他より TJ"J関度が小さく余計に地聞が

ウス日を受けたためで，この影響は比Q. 

較的自射のあった 30-31 日の結果に

よく現われた。

地中 10cm 温度(第 8 -1<) 111. 

露場がもっとも高く，首知I よりは

0.90 C，林内よりは 4.00C 高かった3

Q
 

d
 

Q
 また苗灼lでは)JlIJ点 7 ， 8 1:付近が僅か高

く，林内では償問度の大きいカラマツ

i色林試言責林の低いのが目だっている。

@ 

i i@!  
L.O :L.J :L , j :L.1 

1 図目 7 1 1 
''-../ - I _ 

1K121;ω 
; ~~serv~!\o~ f耐 1l
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sbi@( (!((; 
l!-゚_ _ _ _ _:_L゚_ _ _ _ _ _ _ _:_L}. _ _ _ _ _ _ _ _:_ 

ESSSSl図図国図 i 
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~. Q , 
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4 Q 
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蒸発量(第 9 表〉lV. 

天(戻が恵、いため観測のできたのは矧縮尺

o 10 50 .. 
1m内の 2 日間で，それもほとんど長夫

に近い天気て、あった。その結果ではIJliJ

点、 9 ， 11 を中心とした地域が蒸発量多

Fig.6 第 2 回調査における古川および林内の観測地点
Observation points in the nurSE'ry, bare ground and 

within plantation at the second measurem巴nt.
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Table 6. f也1-.30cm 気温(つC)

Air temperature at 30 cm height. CC) 

i'i'îr.fU気象の調奇(第 1 報〉
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Table 7. 地皮温度 ("C)
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Table 8. 地中lO cm 温度 (OC)

Ground 1emperature at 10 cm depth. CC) 
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Table 9. 地上 30cm 蒸発量 (mm)

Evaporation at 30 cm height. (mm) 
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く，林内では l白畑の ii{J 1/3 で非自に少なかった。

V. 地上 30cm 気温の最高，最低および較差(第 10 表)

天候がわるいため概して気温の愛化が小さかったけ最高の高いのはiWJ点 10 を中心とした中央1:付近で，苗

畑は林内よりがJ 2.40C 高L 、。最低は苗畑の中央附近に僅か認められたが， 林内との温度訟は非常に小さ

いっ較差では品llJ点 10 の大きいのが目だっているが大体最高の分布に同じく， 首脳は林内より約 2.4 C C

大きかった。
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Fig. 7 第 2 回観測値の水平分布

Horizontal distribution of data at the secod measurement. 
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W 第 3 回調査について

1. 観測期間の天気
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3. 観測の結果

(1) 水平分布観測(第 9 図〕

i 地1-.30cm 気混(第11表〕

市川の中 *1肝e~土林縁近くより

約1. 0'C 高く，前畑は練地とほ

m
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Fig.8 第 3 回調査における前川および林内の観測地点
Observation points in the nursery , and adjoining 

plantation at the third measureme口 t.
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Table 11.地上 30cm 気温ぐ C)

Air temperature at 30 cm height. CC) 

|18 日 13時~19 日 12時の判明 13時~21 目 12時の平均|

3 I 18.9 15.7 

41 11.5 16.J 

51 11.9 16.1 

61 11.4 15.3 

7 1 12.0 16.0 

81 
9 

10 

16.2 

16.1 

15.4 

首畑気象の調査(第 1 報)

11.6 

1 1.ふ
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とんど差がなく，林内より約 0.90C 高かったc

地皮温度(第 12 表)11. 

首畑では混Ij点 4 がとくに高く，大体中央部を中心とした楕円状をなしている。首焔は棟地とほとんど差

がないが，林内より約 2.5~C 高く，鼠場よりは儲カ、低いようである c
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Table 12. 地皮温度 CC)

Temperaturf' at ground-surface. CC) 

ObiidJPAts ;18 日 13時~19 日 12時の平均叩 131待~21 日 12時の平均l
露場 1

Standing observation plot.~ 

I I 3 

i I 4 

11 : 
Mean 

平

2 

均

林内
Within plantation 
平均

乱1ean
平

Me旦n

地中 5cm 温度(第 13 表)111. 

苗畑では中央部を中心として広い地域にわたって高く 3 首畑l土裸地E霊場とあまり差がないが，林内より

は約 2.4C C 高かった。
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Table 13. 地中 5cm 温度 COC)

Soi 1 ter:::tperature at 5 cm depth. (コ C)
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蒸発量〔第 14 表〉lV. 
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Table 14. 地上 30cm 蒸発蛍 (111m)

Evaporation at 30 cm height. (mm) 

19 日 11時~20 日 11時
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v. 地上 30 cm 気温の最高，最低および絞莞(第 15 表)

最高は''81:問の ilVJ点 7 附近を中心主した巾央1'\11て、「奇心首畑は間地より 0.8"C ， 林内より 3.20C 高かっ

た}最ißJ工苛r[l]の rlコ央附近におL 、て僅力、ながら低くて州地ならびに林内とのffiは非常に1)、さいc 較差は地

域的には最高，最低に同じく 3 棟地よりは 0.9"C， 林内よりは 3.5つC 大きかった。
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Table 15. 地上 30cm 気温の最高，最低および較差 C C) 
Max. temperature , Min. temperιLlre and range at 30 cm height. (οC) 

斗fZ. :[:OJ 
f唄 i!llJ 地 点

18 日 19 日 20 日 21 日
M阻n

Observation pointョ 最高最高 l 最低最高 l 最低 l 最低:最高|最低市交差

3 16.9 21.2 8.0 23.2 7.8 1 I .5 20.4 9. 1 1 1 .3 

前 1:10 
4 16.) 7.3.9 8.1 23.4 

i、 ursery
5 16.6 23. I 8.0 23.3 7.5! 11.6 21.0' 9.0112.0 
6 17.9 23.7 7.9 22.9 7.0 10.9 21.5 8.61 12.9 
7 17.9 25.::� 8.1 23.7. 7.1 12.2 22.2 9.1 13.1 

エF 1勾 21.3 9.0 12.3 
lVIean 

1',:j) 地
8 16 つ 2 1. 2 8.4 23.6 7.5 12. I 20.3 9.3 11.0 

Bare ground 
9 17.2 プ1. 1 8.1 23.6 7.8 11.7 20.6 9.2 11.4 
10 16.2 22.8 7.8 22. 己 7.3 11.1 20.5 8.7 11.8 

:l[L 均 20.5 9. I 11.4 
Mean 

林 内 13.8 19.2 8.0 21.4 8.6 11.9 18.1 9.5 
Within plantation 2 13.8 18 8 8.0 21.5 7.7 11.6 18.0 9.1 
平 i勾

Mean 
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Fig.9 第 3 回観測値の水平分布

Horizontal distribution of data at the third measurement. 
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(2) -r'i'í畑気象が );';J閲森林によって受ける影響

i. 北一南側森林について(第 10 図)

図は第 3 回調査の観ìi1U値によるもので，北側のカラマツ造林試験林，南側の列状に点在しているポプラ，

アカマツが苗rlllの各気象にどの範閉まで影響をおよぼしているかを示すι

まず林内，首畑および悦地を連ねたやや東寄り南北線上の各J1U点の期間内の平均簡をとり，林内の値を

基準にしてこれより大きいものは線の上方に，小さいものは下方に示したっ

地上 30cm 平均気温: ìlliJ点 5 までは緩慢に北I!1IJの， illiJ点 10 は南 ff!lJの影枠を受けているー

最高気温:測点 7 を rl=r心にともに僅かずつで‘はあるが両muの影科を受け‘ていることが認められる

最低気漏: li[ijj日IJ森林の rl=r unに存在してる iWJ点 6 がもっとも低しまた測点 10 が111:1，、のはむしろ南側樹

木によって冷気流が日iI潤したためと忠われ，ともに影刊を受けている

地皮iffiL 地中 5cm 温度:ともに南側で、も影持を受けている。

蒸発;量:北倶Ijの測点 3 ，南側の illUr;';í， 10 までにはなお影響を受けていない。

雫

East 
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Fig. 11 苗畑気象が周閤森林によって受ける影響
Influence of tbe surro:mding forest 

on the n'~rsery climate. 

II III一西側

以上から地上 30cm 気温およびこ

れの最高・最低は苗畑中心附近まで僅

かずつではあるが広範聞に森林の影響

を受けている。地皮混，地中 5cm 温

度とくに蒸発量は森林の影響が少な

く，また今凹林縁近くの抑制Uをしてな

かったが林縁から樹高の約 2 倍離れる

と森林の影響が少ないことが南側より

も北側ではっきりと現われている。し

かし，林縁近くでは林内と苗畑との差

が慨端に大きい。

ii. 東一西側森林について(第11図〕

図は第 l lTIl調査の観測備によるもの

で，各lJjU ，I~!、を結ぶ東・四<<J*はほとんど

白畑の中央を走っている。なお，この

東・西側のj見交林内には剖U点を設置し

なかったので，林内平均値としてはカ

ラマツ治相試験林内のìWJ点 1 のものを

採jげしたυ 枯j種が違ってし、るため比較

イ[古としてはもちろん適当でないが，傾

向を見る程度としてはさしっかえがな

いと思う。図示の方法は( i )の場合

に同じである。

East-West sid巴.
地上 30cm 平均気温の測点 9 が林

内より低いのはちょっと説明しかねるが，最低がとくに低いのは建物の影響と思われる。ここで西側測点

9 ，東側iJlU点 5 の各林縁への距離はともに樹高の 3 倍以上で，しかもこの間の組制値は不明であるつしか

し，各測点の最低気淑の林内との?立が大体一様であることからして( i )の場合はどには[1可側森林の影響

がないように思われるが， jf~皮混，地中 5cm 温度および蒸発量についてみると，西側が受ける影響の範

聞は( i )の場合と同等で 3 しかも東側より大きいので;土なかろうかノいずれ、こしても以上の事項につい

てはもちろん，他に方位，傾斜，時刻と陽光との関連もあること，なお将来の調査に譲る3

V 要約

以上 3 [2]にわたって行った前畑微気候釧査の結果を綜合すれば次のとおりである

1. 7k平分布観測についナ

( 1 ) 地上 30cm 気温: -w畑の中央附近が高く林縁よりも約 0.7 ご C， また苗畑の平均気温は線地とほ

とんど差がなかったがp 林内より 0.7 0 C 高かったれ

(2) 気温の最高・最低および較差:最高の高いのは苗畑の中央附近で林縁よりも約 2.0 0 C 高く，最

低の低L 、のも中央附近であるが，その地域は狭くて 0.5つC 低く，較差は 2 .so C 大きかった。
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また，苗畑の最高の平均は林内より 2Æ'C 高く，

最低 ろr O.T'C イ1í;く，

較差 グ 3.1 0 C 大きかった

(3 )地皮温度:首畑の r l'央:およびその北寄り F付近にわたってやや広範囲に高し林縁より約1. 5 C, 

また苗畑は林内よりは 2.4 C , 1ill;l ìillj露場よりは1.0'C それぞれ高かった

(4) 地中 5cm 温度:市川1Iの中央を中心として広範W]にわたって林縁より約 O.8 CC，また7罰則は林内

より 2.0 0 C 高し観測露場よりは O.5 CC 低くなっていたl

(5) 地中 10cm 温度: 1[目だけの結果で、あるが，苗州の中川jtìl.[が広範囲に高く，林縁より約 l .5" C ，

また苗焔は林内より 3.1'C 高し閥測露場よりは O.9'C 低かったい

(6) 蒸発量:百f-flIの中 1}(:li付近が林縁よりも約1.2mm 多く， 市川mH巣地および露場とほとんど差が

なかったがp 林内よりは 1.7ml11多かった

さらにp いままでの結果を要約すれば，天候に恵まれなかったが，春・秋期，塩野苗畑のように森林を

切り聞いて作ったところではB肩書留地に似た気象特性，すなわち地表町l近から地中の浅層に至る各温度が概

して中央F付近ほど高く林緑近くでは fLh 、結果が現われた この特性はもちろん蒸発量にも現われたここ

で最低気温の水平分布Kt化が案外ノトさかったのは天候以外に位以、|も郎凶しているのではなかろうかい

苗畑と苗畑内の孫地主のだは今回は明瞭に現われなかったl それは料、地が林縁の近くに)，'寄っていたた

めに千年地としてよりも多分に場所|ド」な影響が加わったためと忠われる"

なお，第 1 因調査において ìJ!IJ点 9 の最低が特別に低いのは斜ïùi下方にある建物Jのため冷気流が阻止され

て生じたのではなかろうかL ただし第 2 回調査では天候が影排して I![Jj僚に現われなかった

なお，苗畑問問の森林がここの前知l気象にどの程度に影刊を及ぼしているかを方位別に分けると p 雨­

北側では気温およびその最高・最低に僅かずつであるが広範1JJ:lに影響Jをおよぼしているが，地温計よび蒸

発量には少なかった。特に南側l よりも北側では林縁から樹高の約 2 倍離れると林木から受ける影響がかな

り少ないことがよく現われている。四側についても同様であるが， Jtf1J!1Jではやや少ないのではなかろうかυ

以上の事項についてはなお4守来の制査によって確かめるべきである J

林内の気温およびその最高， }也混，蒸発量の各平均値はつねに!'J'îj:[I[のそれより低かったが3 気ìiii\.の最低

は僅かに高かった{

塩野苗畑の観測露場での観測値の rjctでは地温はやや高いが，気混・蒸発量はき主化の大きい古HIUの中央部

と小さい林縁との平均によli~ 、偵を示しているこ主がわかった

2. 垂直分布観測について

気温 p 混度p 水蒸気張力および風速のま産自4分布~イヒは従来平坦地で在11測されてきた結果とほ主んど差の

ないことが認められたじ
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I も，v ao 0'1'λancl Shigeru 1\小川刊 )Kr: M己teorological Investigation 

in the Nursery. (No. 1) 

Résum岳

Micro.climatical cﾌ1aracteristics of tﾌ1e nursery at Shiono , Nagano prefecture 

were investigatεcl. Results gain",d from many mξa叩ring points located in 

horizontal aml vertical clir己ctio1ìs are summerizecl as follows: 

]. Air and soil tel11peratures near the grouncl surface were generally higher 

in the central part of the nursery , ancl lower near the forest eclge. This trenc1 

was also observec1 in evaporation. 

2. Climatical characteristics of the nursery was mつre aHectecl by the forest 

....rees at the west north and the south side of the nursery than those at the 

east. The effect was negligible regarding the soil temperature and evaporation 

but it was rel11arkable regarcling the air tel11ρerature ancl it's maximum ancl 

minimum. Aml it's eH己cts clεcreased markeclly at the distance from the forest 

edge of ab�t two times the height of the trees. 

It is necessary for above facts to make sure by the future experiments. 

3. The average values of air temperature and it's maximum , soil temperature 

and evaporation in the forest were low in degrees and fmal1 in their timely 

variation , but the m1l11mUm air temperature was dightly higher than in the 

nursery. 

4. Meteorological clata of the air temperature ancl evaporation at the 

standing observation plot in this 11ursery were supposecl to represent the average 

valu巴s of this area , but the soil temperature there was sIightly higher than in 

the nursery. 

5. Defference of the meteorologicaI clata between the nursery and the bare 

ground was 110t conspicuous. 

6. VerticaI changes in air temperature , humic1 ity , evaporation ancl wincl 

velocity 九，vere nearly equal 10 those in each element previously measured at the 

standard places聞level ancl open. 


